
令和２年 12月９日（水） 

服務研修（個人情報の取り扱いについて） 

 

１．ねらい 

  ・個人情報の定義と個人情報の適正な取り扱いを理解する。 

・ロールプレイを通して，職場で起こりうる事例について考え，問題意識を持ち行動する習慣を身

に付ける。 

 

２．内容  

 （１）個人情報の定義を確認する。 

    （広島県個人情報保護条例より） 

 （２）個人情報漏えい事故の原因を確認する。 

    「令和元年度（2019年度）学校・教育機関における個人情報漏えい事故の発生状況－調査報告

書－」 

 （３）個人情報紛失未然防止のための確認を行う。 

    「教職員による不祥事の根絶－信頼され続ける教職員であるために－」（改訂版） 

 （４）ロールプレイを行う。 

     

 

 

 

 

 

 （５）まとめ 

   

３．研修のまとめ 

  ・情報漏えい事故の原因は，学校内外問わず多発している。このことから，個人情報を持ち出す際

は，危機管理意識を高く持ち行動しなければならない。 

  ・個人情報の漏えいや紛失といった事故は，学校が忙しい年度始めや学期末に起きることが多い。

計画的に仕事をしたり，日頃から整理整頓を心がけたりすることで事故の予防につながる。 

  ・個人情報の漏えいは書類等によるものだけでなく，教職員の会話から流出する場合もあると再認

識することができた。 

 

    

 中学校に勤務するＡ教諭（進路担当）は，同僚のＢ教諭（５年目），Ｃ教諭（３年担任）と

一緒に，校区内にある居酒屋を訪れていた。その居酒屋の席は半個室状態で，他の客と完全に

仕切られていない席だった。最初は世間話をしていたＡ教諭たちだったが，久々の食事会とお

酒もあって会話がはずみ，徐々に生徒の成績や進路に関する内容へと話が移っていった。 


